
【令和２年度 予算要求の基本的な考え方】

○その他：国勢調査関連経費 要求額  516百万円（皆増）

※ 公開時点での予算要求の内容であり、令和２年度に実施することが確定しているものではありません。

企画調整局 

【令和２年度 予算要求の経営方針】 

「第２期北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２～６年度）」の初年度は、

第１期からの切れ目ない取組を進めるとともに、魅力あるしごとの創出や住みよいまち

づくりを目指し、選択と集中によりメリハリのついた経営を行います。 

一般会計要求総額 ４，５９５百万円 

（対前年度＋２５．１％） 

新規：新規事業 拡充：拡充事業 継続：継続事業 

要求額 3,485百万円（対前年度 ＋12.5％）

社会動態のプラスに向けて、市内の若者からの声を収集するほか、首都圏及び福岡都市圏の若者への

情報発信の充実などを通じ、女性と若者の定着を図ります。 

新規 市内大学地元就職促進等助成事業   拡充 北九州市若者ミライ創造プロジェクト 

拡充  定住・移住促進事業         継続 北九州市わくわく地方生活実現支援事業 

拡充 ふるさと寄附金促進事業       新規 世界遺産集客にぎわい創造事業

要求額  340百万円（対前年度 △6.3％）

多文化共生ワンストップインフォメーションセンターを拠点に、地域における外国人との共生の取組

や、外国人留学生など外国人材の定住促進と、多文化共生を推進します。 

 拡充  共生社会の実現に向けた環境整備事業 継続  地方創生に向けた留学生等受入定着促進事業

要求額  212百万円（対前年度 ＋9.2％）

「公共施設マネジメント実行計画」を進めるとともに、門司港・大里地域のモデルプロジェクトの着

実な進捗に努めます。併せて、未利用市有地の利活用に向けた取組を行います。 

 拡充  門司港地域複合公共施設整備事業   拡充 大規模未利用地等の利活用推進モデル事業 

新規 関門地域魅力向上事業（めかり地区）

要求額  42百万円（対前年度 ＋122.6％）

「北九州ＳＤＧｓクラブ」を中心に産学官民の連携や人材育成などを進め、市民や企業・団体等への

ＳＤＧｓの浸透を図るなど、地方創生に向けたＳＤＧｓの推進を図ります。 

 新規  ＳＤＧｓ未来人財創造事業      新規  北九州市ＳＤＧｓ魅力発信事業 

継続 北九州ＳＤＧｓクラブ活動推進事業

１ 地方創生の推進

２ 多文化共生・国際交流の推進

３ ＳＤＧｓの推進

４ 公共施設マネジメントの推進


